
支
那
金
、
石
學
概
蔓
石
刻

　
　
　

第
三

　

経
典
諸
刻
と
紀
事
諸
刻
の
別
（
承
前
）

　

事
蹟
を
表
章
せ
る
諸
文

　

紀
事
を
刻
し
た
も
の
は
文
顛
は
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
記
・
頌
・
銘
・
賛
、
何
れ
も
事
蹟
を
表
章

せ
ん
が
焉
に
作
っ
た
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。
秦
の
始
皇
の
東
巡
の

際
の
諸
刻
や
漢
以
来
の
山
川
祠
廟
の
諸
刻
は
皆
封
譚
・
祭
祀
の

文
で
あ
る
・
漢
の
裴
岑
紀
功
刻
心
訃
四
三
釦
唐
の
姜
行
本

甥
心
鱗
対
賢
書
″
炭
肺
茫
中
型
（
昌

ぎ
ブ
宋
・
蓋
１
　
づ
謬
竹
鋸
誤
０
１
雲
回

９
　
％
こ
Ｊ
一
丿
等
は
皆
紀
功
の
文
ｒ
店
る
。
漢
の
王
稚
子
匹

９
　
四
シ
叙
婁
５
　
評
門
醜
蓄
り
≒
祭
器

　
　

政
碑
こ
秤
道
破
な
ど
ま
で
は
皆
述
徳
の
文
で
あ
る
。
準
の
高
睨

　
　

修
裂
診
大
就
一
般
賀
開
貫
乳
酸
言

’

　

辛
李
二
君
造
大
橋
記
評
四
谷
恥
以
Ｔ
後
世
の
興
學
・
建
言

丿

　

造
像
゛
造
塔
の
諸
記
は
皆
工
作
を
記
述
し
た
文
で
嗇
る
。
古
来

内馬

　
　
　
　

衡

藤

　

乾

　

吉

　

課

註著

の
石
刻
の
中
で
、
此
種
の
事
蹟
を
表
章
す
る
錫
め
の
作
が
賓
に

十
中
の
八
九
を
占
め
て
ゐ
る
。
試
み
に
金
石
の
目
鎌
を
楡
す
る

な
ら
ば
、
其
の
概
略
を
知
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　

①
其
文
は
「
金
石
草
編
」
巻
七
に
録
す
。
「
梅
飾
居
士
縮
本
流
碑
」
に
縮

　

圖
あ
り
。
刻
石
と
碑
の
別
の
條
の
註
＠
參
照
。

②
「
金
石
華
編
」
倦
四
五
に
録
す
。
「
畳
字
貞
石
岡
」
Ｕ
縮
影
あ
り
。

③
朝
鮮
忠
倍
南
道
扶
他
郡
扶
他
面
東
南
里
に
在
り
、
石
の
塔
に
刻
さ
れ

　
　

て
ゐ
る
。
其
文
は
「
金
石
華
編
」
倦
五
三
「
海
東
金
石
苑
」
巻
一

　
　

「
朝
鮮
金
石
總
覧
卜
等
に
録
す
。
「
朝
鮮
古
蹟
圖
譜
」
四
に
塔
及
び
拓

　
　

本
の
寫
釘
を
載
す
。

④
「
金
石
華
編
」
巻
九
六
に
録
す
。
「
畳
宇
貞
石
岡
」
に
縮
影
あ
り
。

④
廣
西
臨
桂
械
北
の
饌
南
峯
に
あ
る
磨
崖
碑
。
謝
啓
昆
の
「
泰
西
金
石

　

略
」
（
廣
四
通
志
金
石
略
）
巻
二
及
び
「
八
瓊
室
金
石
補
正
」
巻
九
八

　

’
に
録
文
あ
り
。
「
趨
古
録
」
巷
十
一
に
年
月
を
定
め
て
皇
紘
五
年
二
月

　

と
す
。

④
翁
方
綱
の
「
泰
東
金
石
略
」
谷
九
に
「
瓊
州
府
學
大
宋
単
黎
頌
碑
。

　

紹
定
四
年
瓊
山
賊
王
居
起
錫
戴
。
明
年
出
師
。
叉
明
年
率
之
。
承
議

-
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む２

　

郎
通
判
瓊
州
軍
州
翁
管
内
勤
農
事
借
緋
游
寵
翁
頌
三
十
六
章
井
序
。

　

書
頗
不
エ
。
」
と
見
ゆ
。

　
　
　
　
　
　

－

⑦
「
金
石
翠
編
」
谷
五
に
録
す
。

⑧
「
隷
縁
」
巻
九
に
録
す
。
「
梅
賂
居
士
縮
本
漢
碑
」
に
縮
圖
あ
り
。

⑨
「
隷
縁
」
巻
一
に
録
す
。

⑩
「
金
石
葦
編
」
巻
五
に
録
す
。
「
宸
字
貞
石
岡
」
に
縮
影
あ
り
。

⑨
「
諸
縁
」
巻
十
五
に
錐
す
。

文

　

書

　

公
膿
の
文
は
時
代
に
よ
っ
て
同
じ
く
な
い
が
、
皆

後
の
も
の
で

孔
廟
置
百
石

門
‰
器
具
‰
評
四
ふ
釦
焚
馨
筆
罠
ｍ
田

星
曾
９
　
竺
長
篇
嵩
の
９
　
懸
Ｊ
・
Ｊ
等
妥

書
が
載
っ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
等
は
或
は
天
子
が
郡
國
に
下
し
、

或
は
三
公
が
天
子
に
上
り
、
或
は
郡
國
が
三
公
に
上
り
、
或
は

郡
國
が
属
官
に
下
し
た
も
の
で
あ
り
、
種
々
の
形
式
が
遺
っ
て

居
っ
て
、
漢
代
制
皮
の
一
斑
を
考
見
し
得
る
。

　

唐
宋
時
代
の
石
刻
に
は
文
書
の
種
類
が
尤
も
多
く
見
え
て
ゐ

斜
砿
蝕
宋
買
宗
娑

酪
無
詔
白
票
憩
輩

紹
興
十

西
紀
一
一

望
心
）
賜
天
慶

あ
る
。
こ
の
種
の

唐
の
玄
宗
の
令
長

な訟

が一祚

も
の
ｘ
中
、
肺
雍
等
の
詔
や

訟
、
宋
の
太
宗
の
戒
石
心

た
と
は
、
天
下
に
頒
示
し
た
通
勅
と
い
ふ
ぺ
き

－70－
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jヱﾀ

　

も
の
で
、
従
っ
て
方
々
の
瓢
邑
に
存

　

庇
す
る
謬
で
あ
る
。
次
に
中
書
以
下

　
　
　

１

　
　
　

１

　
　
　
　
　

‘

　
　
　

ゝ

　

の
諸
官
府
よ
り
下
行
す
る
文
書
に
は

。
牒
・
割
子
・
帖
・
公
抹
が
あ
り
、
唐一

一
拿
屡

″
　
　
壇
牒
．
ぷ
．
均
七
一
気
宋
の
永
興
軍

１
　
ｍ
　
ｍ
　
l
H
　
心
ご
盃
軍
‰

認
迄
ｉ
作
寺
四
3
t
i
|
!

≪
･
乱

び
馨
々
‰
訪
｀
一
９
　
公

等
は
皆
此
類
で
あ
る
．
蓋
し
牒
と
剖

は
常
子
・
茶
―
甕
等
の
諸
司
よ
り
給
す
る
も
の
’
、
公
嫁
は
所
在

の
官
司
よ
り
給
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

牒
は
宋
よ
り
も
金
の
方
が
多
。
い
が
、
こ
れ
ぱ
凡
そ
寺
院
が
競

を
納
め
さ
へ
す
れ
ば
牒
を
給
し
額
を
賜
は
つ
た
篤
で
、
其
の
制

度
は
大
定
年
間
に
始
ま
つ
て
ゐ
る
。
故
に
大
定
時
代
に
は
此
種

　
　
　
　
　
　
　

励

゛
の
牒
が
特
に
多
い
。

　
　

元
代
の
詔
勅
は
、
史
臣
の
代
言
す
る
も
の
を
詔
と
い
ひ
、
國

　

語
で
訓
勅
す
る
も
の
を
聖
旨
と
い
ふ
。
諸
王
太
子
は
令
旨
と
い

-
　
ｓ
i
≪
七
二
二

暦
二
年

紀
七
六
七
゛
宋

こ酋開

‾紀元

惣十

子
と
は
中
書
門
下
、
或
は
爾
書
省
、

或
は
聘
部
等
よ
り
給
す
る
も
の
、
帖

　

第十七圖(Fig.17）武剛

一71－

ひ
Ｊ
后
妃
公
主
は
効
旨
と
い
ふ
。
玉
清
宮
幕
刻
酢
恥
（
ｒ
　
１

混
叙
草
堂
４
　
涸
端
太
子
令
旨
皿
詐
％
乱
長
太
清
宮

全
鴬
警
髭
託
嘔
丿
調
紹
呈
簒
昌
ｏ
弧

二
一
三
プ
等
は
こ
れ
で
あ
る
。
文
は
口
語
鰻
が
多
く
、
蒙
古
文

と
漢
文
と
を
並
列
し
て
ゐ
る
の
も
あ
る
。
叉
、
制
詔
と
梱
す
る

も
の
、
例
へ
ば
加
計
孔
子
等
制
１
０
の
如
き
は
皆
通
勅
で
あ
っ
て

天
下
の
郡
邑
に
多
く
存
し
て
ゐ
る
。
公
糠
は
或
は
執
照
と
も
柵

し
*
旛
渓
谷
長
春
観
公
｛
訃
％
一
万
一
匁
及
び
給
碧
洞
子
地

紅綴順順ｓ1

={
詰1

}願⑤t謳際り窓|

贈懸
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まμ

等
が
こ
れ
で
あ
る
。

石
刻
に
も
此
種
の
も

の
が
少
く
な
い
の
で
あ
る
が
、
惜
し

む
ら
く
は
ま
だ
そ
こ
ま
で
捜
探
し
た

者
が
な
い
。

①
こ
の
文
書
の
項
は
「
語
石
」
巻
三
の
詔

　

敷
・
符
牒
の
條
を
約
し
た
る
と
こ
ろ
が

　

多
い
、
同
書
を
參
照
す
べ
し
。

　

二
世
刻
石
の
こ
と
は
史
記
秦
始
皇
本
紀

　

の
二
世
皇
帝
元
年
の
條
に
見
え
る
。
現

　

存
す
る
唯
一
の
原
石
と
罰
は
れ
る
瓊
邪

　

皇
刻
石
に
は
二
世
の
詔
は
左
の
如
き
式

　

に
別
さ
れ
て
ゐ
る
。
（
刻
石
と
碑
の
別

　

の
註
⑩
參
照
）

　
　

皇
帝
日
。
金
石
刻
書

　
　

始
皇
帝
所
埓
也
。
今
襲

　
　

魏
而
金
石
刻
鮮
不
稽

　
　

始
皇
帝
。
其
於
久
遠
也

　
　

如
後
嗣
鴛
之
者
。
不
稽

　
　

成
功
盛
鶴
。

　
　

丞
相
臣
斯
。
臣
去
疾
。
御

　
　

史
夫
＝
臣
縮
昧
死
言
。
臣

　
　

瞎
具
刻
詔
書
。
金
右
刻

第
十
八
圖

　

(
Ｆ
ｉ
ｇ
.
　
1
8
)

　
　
　
　
　
　
　

金
大
定
三
年
薦
扁
諏
院
牒

　
　

円
明
白
矣
。
臣
昧
死
請
。

　
　

制
日
可
。

②
「
隷
算
」
倦
十
五
に
録
す
。

両
「
隷
稀
」
格
一
「
金
石
華
編
」
巻
八
「
宸

　

字
貞
石
岡
」
「
梅
齢
居
士
縮
本
流
碑
」
に

　

見
ゆ
。
三
公
が
天
子
に
奏
し
て
制
可
を

　

得
た
る
も
の
を
郡
國
に
下
し
た
る
式
と

　

郡
國
が
三
公
に
上
る
式
と
を
存
す
。

④
「
隷
輝
」
格
一
「
金
石
草
編
」
倦
十
三

　

「
宸
宇
貞
石
岡
」
。
‘
郡
國
が
誓
書
に
上
る

　

式
を
存
す
。

の
「
金
石
華
編
」
巻
十
七
「
衰
宇
貞
石
岡
」
。

　

司
隷
校
尉
よ
り
河
南
尹
に
下
し
、
更
に

　

脇
官
に
下
せ
る
も
の
に
て
、
末
尾
に

　
　

「
如
律
令
」
の
語
あ
る
文
書
を
載
す
。

　

（
第
十
六
岡
參
照
）

④
「
隷
樺
」
泰
二
。
弘
農
大
守
焚
毅
が
誓

　

書
に
上
れ
る
歌
で
あ
る
。

⑦
「
隷
稼
」
泰
三
。
太
常
よ
り
誓
書
に
上

　

り
、
制
可
を
得
て
誓
１
　
令
よ
り
順
次
太

　

常
・
郡
國
以
下
へ
下
行
せ
る
文
書
を
存

　

す
。

⑧
こ
の
詔
は
太
宗
祭
比
干
文
―
共
に
一
碑

　

に
刻
さ
れ
、
詔
は
「
金
石
綾
編
」
泰
四

　

に
、
祭
文
は
「
金
石
草
編
」
泰
一
四
六
「
＆
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jお

　

石
存
」
省
二
一
に
出
て
ゐ
る
。
互
に
參
１
　
す
べ
き
で
あ
る
。
碑
は
元

　

の
延
鮎
五
年
の
重
刻
に
か
ｓ
る
。

⑧
「
金
石
葦
編
」
倦
五
五
。
霜
泰
師
孔
宜
公
碑
の
陰
に
刻
す
。

⑩
「
金
石
華
編
」
省
六
八
。
識
法
師
頌
盧
公
済
徳
文
の
碑
陽
に
刻
す
。

⑨
「
金
石
草
編
」
倦
七
四
。
こ
の
碑
に
見
え
＆
麗
正
殿
修
書
使
よ
り
少

　

林
寺
に
痘
し
た
牒
の
首
に
「
勅
麗
正
殿
修
書
使
牒
少
林
寺
主
塾
畳
」

　

と
あ
っ
て
、
勅
の
字
が
上
に
あ
る
が
、
こ
れ
は
麗
正
殿
修
書
使
に
附

　

い
た
字
で
あ
ら
う
。
内
容
に
勅
を
含
ん
で
ゐ
る
が
、
か
く
の
如
く
勅

　

を
下
廸
す
る
牒
を
金
石
書
な
ど
で
は
勅
牒
と
稀
し
て
ゐ
る
場
合
が
多

　

い
。
馬
衡
氏
は
下
の
牒
の
例
と
し
て
も
同
様
の
も
の
を
挙
げ
て
居
つ

　

て
、
相
通
じ
て
用
ひ
て
ゐ
る
。
な
ほ
石
刻
の
文
書
の
中
、
第
十
八
圖

　

の
金
の
大
定
三
年
の
肯
書
省
の
牒
の
如
く
、
文
書
そ
の
ま
Ａ
を
草
加

　

し
て
文
書
の
形
式
を
そ
の
ま
ど

　

で
な
い
も
の
も
多
い
。

⑩
「
山
右
石
刻
叢
編
」
倦
六
「
八
瓊
室
金
石
補
正
」
宿
五
六
。
裴
光
庭

　

碑
の
陰
に
刻
す
。
玄
宗
’
御
書
で
裴
光
庭
碑
の
撰
文
を
命
じ
た
勅
で
あ

　

る
。
文
面
に
は
勅
を
賜
は
っ
む
者
の
名
が
見
え
て
居
ら
な
い
が
、
張

　

九
齢
と
考
誼
さ
れ
て
ゐ
る
。
又
年
月
も
な
い
が
、
少
く
と
も
勅
を
賜

　

は
っ
た
の
が
光
庭
の
碑
の
立
っ
た
開
元
二
十
四
年
以
前
で
あ
る
こ
と

　

は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
顧
氏
「
金
石
文
字
記
」
に
は
何
故
か
裴
光
庭

　

碑
と
共
に
天
賓
元
年
の
處
に
入
っ
て
ゐ
る
の
で
「
宸
字
訪
碑
録
’
一
石

　

石
文
字
記
・
宸
字
訪
碑
錐
に
賜
張
誕
勅
と
あ
る
は
誤
り
」
「
瑞
古
録
」

　

な
ど
に
天
賓
元
年
と
し
、
馬
氏
も
之
を
襲
う
て
ゐ
る
。

⑩
「
金
石
葦
編
」
巻
九
一
。
久
脱
年
間
に
少
林
寺
の
信
義
莞
等
の
上
っ

　

た
表
・
状
に
對
し
武
后
の
臭
へ
た
口
勅
を
門
司
よ
り
少
林
寺
に
下
し

　

Ｖ
.
牒
を
刻
す
。
ヽ
（
第
十
七
岡
参
照
）

＠
ヽ
「
金
石
奉
編
」
悠
一
二
七
。
玄
聖
文
霊
王
賛
と
共
に
一
碑
に
刻
す
。

　

此
碑
は
天
下
の
諸
處
に
立
て
ら
れ
た
。
草
編
に
録
せ
る
は
曲
阜
孔
廟

　

に
あ
＆
も
の
。
「
金
石
苑
」
巻
六
に
は
錦
州
に
あ
る
も
の
ｘ
圖
を
載

　

す
。

⑩
こ
の
詔
は
諸
州
の
學
校
に
刻
せ
し
め
た
も
の
で
、
皆
徽
宗
の
詔
と
蔀

　

昂
の
後
序
と
を
刻
し
て
ゐ
る
。
Ｒ
元
の
「
雨
浙
金
石
志
」
巻
七
に
は

　

紹
興
府
學
に
あ
る
も
の
を
録
し
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
に
は
後
序
の
後
に

　

次
の
如
き
文
を
刻
し
て
あ
っ
て
、
立
石
の
始
末
及
び
年
月
が
明
白
で

　

あ
る
ｏ

　
　

越
州

　
　
　

准
二
鈴
鹿
牒
『
捗
1
會
崇
寧
三
年
十
一
月
十
六
日

　
　

勅
節

　
　
　

文
フ
車
駕
臨
二
幸
飾
磨
　
０
親
－
‘
書
手
詔
　
０
下
二
有
司
　
０

　

摸
勒

　
　
　

刊
’
石
。
頒
二
賜
諸
路
州
學
　
０

　

及
契
こ
勘
崇
寧
四
年
三
月
十

　
　
　

六
日

　
　

勅
　
０
嘸
７
諸
州
學
侯
ｙ
頒
二
到

　
　

手
詔
ぺ
許
参
令

　
　
　

‘
立
ｒ
石
。

　
　

崇
寧
四
年
十
二
月
二
十
日
建

　
　
　
　

（
次
に
街
名
を
列
す
）

　

「
山
左
金
石
志
」
倦
一
七
「
八
瓊
室
金
石
補
正
」
悠
一
〇
九
に
は
済

　

南
府
陵
躯
學
に
あ
る
も
の
を
、
「
湖
北
金
石
志
」
十
に
は
武
昌
府
興
國

　

州
學
に
あ
る
も
の
を
録
し
て
あ
る
が
、
詔
と
後
序
の
み
よ
り
な
い
の

　

で
雨
者
と
も
に
そ
の
立
石
の
年
月
は
不
明
で
あ
る
。
或
は
崇
寧
元
年

　

或
は
崇
寧
三
年
等
と
定
め
て
ゐ
る
が
、
立
石
年
月
は
不
明
の
筈
で
あ

　

る
。
右
の
外
に
も
直
隷
順
徳
府
學
・
山
東
の
曹
州
府
錐
野
鷹
・
莱
州

　

府
學
な
ど
に
も
こ
の
碑
の
あ
る
こ
と
が
目
録
に
見
え
て
ゐ
る
。
な
ほ

　

「
語
石
」
巻
三
詔
勅
の
條
を
見
る
べ
し
。

― 73 ―



Ｊ6

⑩
「
褒
字
訪
碑
雄
」
泰
九
「
瑞
古
雄
」
企
一
四
に
は
浙
江
金
華
に
あ
る

　

も
夕
紹
興
十
六
年
）
を
著
録
す
。
「
金
石
苑
」
巻
三
に
は
四
川
渠
噺
に

　

あ
る
も
の
（
紹
興
十
七
年
）
の
圖
を
載
す
。

⑥
「
金
石
翠
編
」
巻
一
三
〇
。

⑩
天
慶
槻
碑
の
陰
に
刻
す
。
「
山
右
石
刻
叢
編
」
泰
一
二
に
は
静
楽
螺
に

　

あ
る
も
の
を
雄
す
。
「
翁
古
雄
」
巻
一
一
に
は
直
隷
安
粛
の
も
の
を

　

「
山
西
通
志
」
に
は
河
津
駆
の
も
の
を
著
録
す
。

⑩
「
金
石
絞
編
」
巻
七
。

⑩
「
金
石
縦
編
」
巻
一
七
「
八
瓊
室
金
石
補
正
」
巻
一
二
一
に
は
廣
西

　

梧
州
府
治
及
び
湖
南
道
州
に
あ
る
も
の
が
雄
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

⑩
「
金
石
翠
編
」
巻
七
三
。
木
先
寺
像
ａ
記
碑
に
刻
す
。
河
南
噺
よ
り

　

奉
先
寺
に
下
し
た
牒
。

⑩
「
金
石
葦
編
」
倦
九
四
・
巻
九
五
雨
載
。
「
八
瓊
室
金
石
補
正
」
巷
六

　

二
。
中
書
門
下
よ
り
下
し
た
勅
牒
。

⑩
「
金
石
草
編
」
巻
一
三
二
。
中
書
門
下
よ
り
永
興
軍
に
下
し
た
牒
。

⑩
「
金
石
蔡
編
」
谷
一
三
二
。

⑩
「
金
石
綾
編
」
谷
一
七
。
太
原
府
が
趨
部
の
符
に
従
っ
て
照
化
寺
に

　

下
し
た
帖
。

⑩
「
金
石
草
編
」
巻
一
四
二
。

＠
そ
の
牒
の
賞
例
は
「
金
石
華
編
」
「
同
綾
編
」
一
八
瓊
室
金
石
補
正
」

　

「
山
布
石
刻
叢
編
」
等
に
っ
き
て
見
る
べ
し
。
（
第
十
八
圖
參
・
照
）

⑩
山
東
灘
嘸
玉
借
宮
に
あ
り
。
「
山
左
金
石
志
」
泰
二
ｆ

　

「
衰
字
訪
碑

　

録
」
巻
一
一
に
よ
れ
ば
こ
の
碑
に
は
聖
旨
四
道
、
令
旨
二
道
を
刻
す
。

　

馮
承
鈎
の
「
元
代
白
話
碑
」
に
そ
の
中
の
白
話
の
聖
旨
Ξ
道
を
録
す
。

　

元
代
の
自
話
碑
に
就
い
て
は
同
書
を
參
考
す
べ
し
。
Ｋ
ｄ
.
　
Ｃ
ｈ
ａ
ｖ
ａ
ｎ
-

　

ｎ
ｅ
ｓ
｡

　
I
n
ｓ
ｃ
ｒ
i
p
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
　
ｅ
ｔ
　
ｐ
ｉ
ｅ
ｃ
ｅ
ｓ
　
ｄ
ｅ
　
ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
ｉ
ｉ
ｅ
　
　
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｏ
ｉ
ｓ
ｅ
　
ｄ
ｅ

　

ｌ
'
ｅ
ｐ
ｏ
ｑ
ｕ
ｅ
　
ｍ
ｏ
ｎ
ｇ
ｏ
ｌ
ｅ
｡
　
　
Ｔ
ｐ
.
｡
　
１
９
０
４
｡
　
　
１
９
０
５
｡
　
１
９
０
８
.

　

に
は
元
の
白
話

　

碑
の
拓
影
を
多
敷
載
せ
て
ゐ
る
。
「
語
石
」
巻
三
詔
勅
の
條
に
襄
陽
五

　

龍
廟
の
至
元
Ξ
年
三
月
の
白
話
聖
旨
の
式
を
録
し
て
ゐ
る
。
な
ほ
聖

　

旨
は
白
話
に
限
ら
な
い
。
「
江
蘇
金
石
志
」
や
「
雨
浙
金
石
志
」
等
に

　

文
語
の
聖
旨
碑
が
見
え
て
ゐ
る
・

⑩
胱
西
郷
願
に
あ
り
。
「
宸
字
訪
碑
鐘
」
巻
一
一
「
僥
古
録
」
窃
一
七
。

⑩
河
南
汲
噺
に
あ
り
。
　
１
差
古
鐘
」
巻
一
七
。

○
直
隷
易
州
に
あ
り
。
「
登
字
訪
碑
録
」
窃
二
一
。

⑩
例
へ
ば
「
江
蘇
金
石
志
」
を
検
す
れ
ば
各
邸
に
於
て
此
種
の
同
文
の

　

制
詔
を
刻
せ
る
も
の
多
き
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

⑩
眺
酉
賃
銀
に
あ
り
。
「
鵜
古
録
」
巻
一
七
。

⑩
河
南
条
陽
に
あ
り
。
「
禦
古
鐘
」
修
二
七
Ｋ
ｏ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｂ
ｏ
ｎ
ａ
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｅ
の

　

Ｄ
ｏ
ｃ
ｕ
ｍ
ｅ
ｎ
t
ｓ
　
ｄ
ｅ
　
ｒ
ｅ
ｐ
ｏ
ｑ
ｕ
ｅ
　
ｎ
ｉ
ｏ
ｎ
ｇ
ｏ
ｌ
ｅ
｡
１
８
９
５
.

　

に
至
元
二
十
年
皇

　

太
子
安
西
王
の
令
旨
に
よ
り
僣
永
輝
に
給
し
た
飢
照
碑
の
拓
影
を
載

　

す
。

　

墓
誌
・
墓
筋
家
墓
の
文
に
は
墓
誌
が
あ
り
冪
餌
が
あ
る
。

墓
誌
は
年
月
姓
名
及
び
生
前
の
事
蹟
を
記
し
、
之
に
銘
を
系
け

る
、
故
に
叉
墓
誌
銘
と
い
ふ
。
其
文
は
や
は
り
事
蹟
を
表
章
す

る
も
の
で
、
榊
道
碑
と
相
類
す
る
が
、
た
ゞ
こ
れ
は
石
を
端
中

に
蔵
し
て
陵
谷
の
使
遷
を
防
が
ん
と
す
。
る
も
の
で
、
か
の
御
道

碑
が
墓
前
に
立
て
ら
れ
、
人
の
兄
る
や
う
に
さ
れ
て
ゐ
る
の
と

用
意
が
少
し
く
異
る
。
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第
十
九
一
（
Ｆ
ｉ
ｅ
.
　
＼
９
）
　
　
　
ｍ
杜
臨
封
塚
岫

か
-
４
る
方
法
は
後
漢
に
始
ま
っ
た
の
汽
隷
憚
（
四
十
）
に
載

つ
ｔ
ゐ
る
張
賓
公
妻
穿
中
文
ぶ
紗
七
脳
は
帥
ち
濃
中
の
刻
ｒ

あ
る
。
清
の
光
緒
末
年
に
峰
新
か
ら
出
た
臨
篤
父
作
封
ｍ
ｋ

つ
て
ゐ
る
張
賓
公
妻
穿
中
文
節
一
一
一
七
扨
は
帥
ち
濃
中

で紀熹
一
Ｊ
ハ
ジ

　

も
亦
城
中
よ
り
出
た
も
の
汽
後
世
墓
誌
の
腹
狗

あ
る
。
同
時
に
孟
津
か
ら
も
漢
の
碑
百
齢
が
出
た
が
、
皆
罪

一
位

）
も
亦
端
中
よ
り
出
た
も
の
で
、
後
世
墓
誌

唐．．

輿西延

ｙ

　

人
の
ｔ
名
・
籍
早
刑
罰
及
び
其
の
年
月
を
降
し
ｔ
あ
り
ヽ
罪

人
を
一
處
に
集
め
て
埋
葬
し
た
墓
誌
で
あ
る
’
其
の

永
乎
よ
り
熹
平
に
至
る
・
凡
そ
百
錬
年
間
に
渉
つ
て
ゐ

兎
(
４

か

　

はy

く
の
如
く
墓
に
誌
す
風
は
竟
に
後
漢
の
‘
初
に
始
ま
っ
た
も
の

で
。
魏
習
宋
脊
梁
陳
に
も
行
は
れ
は
し
た
が
、
営
時
立
石
の

禁
が
あ
っ
た
の
で
碑
が
多
く
石
は
少
い
鐸
で
あ
る
。
北
朝
で

は
魏
・
脊
の
際
に
そ
の
風
が
最
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。
隋
唐
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③

後
は
遂
に
典
確
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

晋
化
の
石
は
以
前
は
唯
だ
劉
詞
の

乱
賢
が
著
録
に
見

え
て
ゐ
た
の
み
で
あ
る
が
、
（
太
康
三
年
の
Ｉ
房
宣
冪
題
字
と
い

ふ
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
劉
輸
題
字
に
抹
っ
て
斡
造
し
た

第
二
十
圖
(
Ｆ
ｉ
ｇ
.
　
２
０
）

　

漢
元
和
三
ヽ
年
史
伸
葬
誌

　

陶
脊
瓶
甑
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Ｊ

　

九
谷

　
　

石
槨
題
字

　　　　

y将汽･、

　

一
回ぶぶ

が
。
）
近
年
洛
陽
か
ら
新
た
に
出
た
｀
も
の
に
、
馮
恭

鉢
野
長
考
繁
乳
ご
起
こ
ご
昔
々

ｌ
ｌ
ａ
ｄ
！
。
；
！
。
～

第
－
一
十
一
圖
(
Ｆ
ｉ
ｇ
.
　
2
1
）

　

替

　

張

　

朗

　

碑

り

茂
題

叩

茎
蕎
言
邪
４
　
誇
悩
青
妻
裂
温

判
鱗
い
が
あ
Ｋ
５
。
こ
の
中
、
張
朗
・
魏
雛
の
二
つ
は
碑
の
式
に

な
っ
て
居
っ
て
、
後
に
銘
紅
系
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
其
の
外

の
も
の
は
皆
姓
名
・
官
階
・
籍
里
及
び
妻
子
の
名
氏
を
記
し
た

簡
潔
な
も
の
で
、
後
世
の
羨
墓
の
文
と
は
異
る
。
其
の
名
稀
は

或
は
碑
と
い
ひ
（
張
朗
）
、
或
は
慕
と
い
ひ
（
菊
岳
・
劉
鞘
）
、
或

は
柩
と
い
ひ
（
魏
雛
）
、
墓
誌
銘
と
柳
し
て
ゐ
る
も
の
は
な
い
。

慕
誌
又
は
墓
誌
銘
と
碍
す
る
こ
と
は
南
北
朝
か
ら
始
ま
っ
た
の

で
よ

宗
慕
誌
■
Ｋ
Ｓ
ｌ
ｌ
ｆ
　
I
I
糾
が
最
も
早
い
。
南
朝
の
墓
誌
で
従
前
の

著
録
に
見
え
て
ゐ
る
宋
の
宗
慈
母
劉
夫
人
蕊
が
肘
芯

漂
蕊
詐
四
四
ヤ
Ｊ
裂
蕊
評
紗
ｙ
５
　
雲
姦

見
幕
誌
許
四
四
・
が
Ｊ
斉
の
お
陵
王
墓
誌
匹
9
1
梁
の
蕭
敷
夫
婦

雨
慕
心
触
吋
贅
翌
や
な
ど
の
石
は
皆
現
存
ヒ
た
い
・
現
心

す
る
者
は
た
ミ

梁
の
程
虔
墓
細

語
数
翫
特
認
谷
ご
三
石
７

呂
程
雨
誌
は
並
び
に
年
競
を
閥
い
て
ゐ
る
が
、
近
人

の
考
定
す
る
と
こ
ろ
で
は
呂
誌
は
斉
の
永
明
十
一
年

に
漂
は
i
i
;

　

の
三
石
の
な
あ
’
・
・
北
朝

の
誌
石
は
南
朝
よ
り
多
い
の
で
あ
る
が
、
近
年
出
た
も
の
は
更

に
前
人
の
著
録
せ
る
者
の
数
倍
に
上
り
、
就
中
北
魏
の
元
氏
の

も
の
が
尤
も
多
い
。
蓋
し
洛
陽
の
芒
山
は
古
来
丘
冪
の
墟
で
あ
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り
、
そ
し
て
北
魏
の
陵
寝
は
多
く
其
間
に
在
り
、
王
侯
貴
族
が

皆
此
處
に
耐
葬
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
利
を
嗜
む
土
人
が
盗
掘

し
て
往
々
獲
る
所
が
あ
る
譚
で
あ
る
。
こ
れ
は
別
に
怪
し
む
に

足
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
詮
盤
に
過
ぎ
て
、
往
々
こ
れ

等
を
疑
っ
で
呉
造
に
出
づ
と
す
る
の
は
誠
に
武
断
の
甚
し
き
も

の
で
あ
る
。
隋
の
墓
誌
は
上
六
朝
を
承
け
下
唐
宋
を
開
い
た
も

の
で
、
そ
の
形
制
・
文
膿
が
漸
く
定
式
を
成
し
て
来
て
ゐ
る
。

唐
の
墓
誌
は
流
傅
が
最
も
多
く
、
形
式
■
5
＃
J
亦
最
も
備
は
っ
て
ゐ

る
。
宋
の
墓
誌
の
数
は
唐
の
十
分
の
一
に
も
及
ば
ぬ
し
、
元
は

又
宋
の
半
分
に
も
足
り
ぬ
。
此
を
以
て
も
風
俗
の
奢
倹
を
知
る

こ
と
が
出
来
る
。

　

墓
誌
の
式
は
最
初
は
定
例
が
あ
っ
た
謬
で
た
く
、
圭
首
で
碑

に
似
た
者
が
あ
り
、
晋
の
張
朗
・
劉
輸
、
北
魏
の
韓
顕
宗
・
李

⑩謀
等
の
石
が
そ
れ
で
あ
る
。
方
版
で
あ
っ
て
、
陰
又
は
側
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

字
を
刻
し
た
者
が
あ
り
、
暫
の
脂
岳
・
石
齢
、
北
魏
の
り
巡
・

　
　

⑩

李
璧
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
蓋
の
あ
る
形
式
は
大
蔵
北
魏
に
始
ま

　
　
　

つ
・
て
居
り
、
最
初
は
轟
く
題
字
が
あ
る
と
は
限
ら
な
か
っ
た
が

　
　
　

延
昌
以
後
の
も
の
に
は
皆
題
字
が
あ
る
。
北
朝
の
墓
誌
で
有
蓋

９

　
　

の
者
は
十
中
一
二
に
過
ぎ
な
い
が
、
隋
に
至
っ
て
盛
行
し
、
十

丿

　

中
七
八
は
有
蓋
と
な
る
に
至
っ
た
。
大
醍
墓
誌
銘
の
前
に
標
題

が
た
く
、
「
君
譚
某
」
を
以
て
始
ま
っ
て
ゐ
る
者
は
皆
蓋
の
有
る

筈
の
も
の
で
あ
る
。
故
に
そ
の
蓋
を
亡
失
し
て
し
ま
っ
て
は
そ

の
姓
氏
を
知
る
に
由
が
な
い
。
墓
誌
の
文
に
、
書
い
た
ゞ
け
で

刻
し
て
な
い
も
の
が
あ
っ
て
、
或
は
朱
書
し
或
は
１
　
書
し
て
あ

る
が
、
此
類
の
墓
誌
は
大
抵
皆
碑
質
の
も
の
で

乳

。
佛
家
を

葬
っ
た
場
合
に
、
多
く
は
塔
を
建
て
る
の
で
又
之
を
塔
銘
と
い

ふ
。
北
朝
に
は
倚
ほ
少
く
、
僅
に
北
魏
の
孫
遼
の
一
刻
が
「
浮

圖
銘
」
と
稀
し
（
孫
遼
に
は
別
に
墓
誌
が
あ
る
が
偏
物
で
あ
る
。
）

且
つ
僑
侶
で
な
く
し
て
居
士
の
も
の
で

悩

。
其
他
魏
の
恵
猛

乱
鴉
鴛
差
誌
鳥
利
冥
溢
乳
訃
四
五
一
謡

の
も
の
は
標
題
な
く
、
隋
の
恵
雲
法

心
卵
四
升
心
恥
の
は
墓

と
搦
し
て
ゐ
る
。
隋
以
前
の
偕
に
は
墓
誌
を
作
る
も
の
が
多
く

な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
唐
に
至
っ
て
其
風
が
最
も
盛
ん

と
な
り
、
標
題
も
一
様
で
た
く
、
「
焚
身
塔
」
と
搦
す
る
も
の
が

あ
る
。
「
塔
」
と
扨
せ
す
し
て
「
方
墳
」
「
石
室
」
「
寵
堕
」
と
い

ふ
も
の
も
あ
る
が
、
こ
れ
等
は
受
例
で
あ

四

。

①
顧
昼
光
「
古
誌
彙
目
」
に
、
陳
邦
述
は
之
を
定
め
て
杜
臨
の
封
塚
記

　

と
す
、
済
南
関
書
館
に
あ
り
と
見
ゆ
。
顧
昼
光
「
古
刻
草
珍
」
に
拓

　

影
を
牧
む
。
（
第
十
九
関
參
照
）

③
羅
振
玉
「
慄
農
家
墓
者
文
≒
恒
農
専
録
」
端
方
「
旬
斎
蔵
甑
記
」
參

-77-



ｊμ）

　

照
。
羅
氏
の
書
に
は
河
南
露
誉
噺
（
艮
の
弘
農
郡
）
か
ら
出
た
と
あ

　

る
。
（
第
二
十
岡
參
照
）

④
「
大
唐
開
元
破
」
三
品
以
上
喪
・
四
品
以
下
喪
・
六
品
以
下
喪
の
「
聘

　

非
」
の
陳
器
用
・
器
行
序
、
「
慕
上
進
止
」
の
掩
襖
、
「
改
葬
」
の
到
墓

　

の
條
に
は
そ
れ
ぐ
の
場
合
に
於
け
る
「
誌
石
≒
誌
石
車
」
の
位
置

　

を
規
定
し
て
ゐ
る
。

④
「
金
石
紫
編
」
泰
二
五
「
宸
宇
貞
石
岡
」
「
薦
術
叢
編
」
（
廣
倉
古
石

　

録
）
。
廣
倉
古
石
録
に
は
拓
本
二
種
を
載
す
。
圭
首
で
碑
式
の
も
の
で

　

あ
る
。

④
「
旬
斎
蔵
石
記
」
「
古
誌
彙
目
」
。

④
⑦
⑧
並
び
に
羅
振
玉
「
六
朝
墓
誌
誉
英
二
編
」
及
び
「
薦
術
叢
編
」
に
拓

　

影
を
載
す
。
萄
岳
墓
誌
は
「
芒
洛
筆
慕
逡
文
三
編
」
に
録
文
あ
り
。

⑨
⑩
⑨
⑩
⑩
「
古
誌
新
目
」
著
録
。
魏
雛
・
張
朗
は
「
薦
衛

　

叢
編
」
（
古
石
抱
守
録
）
に
、
石
勘
・
石
定
は
「
古
刻
華
珍
」

　

に
拓
影
あ
り
。
（
第
二
十
一
回
參
照
）
。
鄭
舒
妻
劉
氏
墓
題

　

字
は
「
薦
術
叢
編
」
（
廣
倉
古
石
錐
）
に
拓
影
あ
り
「
中
州
家

　

墓
遺
文
補
者
」
に
文
を
録
す
。

＠
『
六
朝
墓
誌
脊
英
』
「
古
刻
葦
珍
」
「
旬
斎
蔵
石
記
」
「
山

　

左
家
墓
壇
文
」
。

⑩
韓
顕
宗
墓
誌
以
下
「
古
誌
彙
目
」
參
照
。

⑩
「
附
浙
家
墓
壇
文
補
壇
」
「
古
誌
新
目
」
「
廣
倉
古
石
録
」

　

に
拓
影
あ
り
。

⑥
⑩
⑩
⑩
「
古
誌
彙
目
」
參
照
。
程
慶
墓
誌
は
「
廣
倉
古
石

　

録
」
に
拓
影
あ
り
。
李
謀
墓
誌
の
文
は
「
山
左
家
墓
壇
文
」

　

に
録
す
。

＠
羅
娠
玉
「
嵩
里
壇
文
目
録
」
中
の
「
瓶
誌
徴
存
目
録
」
黄
交
弼
「
高

　

昌
専
集
」
參
看
。

⑩
「
中
州
筆
墓
壇
文
」
。

⑩
「
旬
斉
蔵
石
記
」
「
古
誌
彙
日
」
。

＠
「
旬
奔
蔵
石
記
」
「
部
下
家
墓
疸
文
」
「
古
誌
彙
目
」
。

⑩
「
中
州
象
慕
壇
文
」
「
古
誌
彙
ロ
」
。

⑩
友
身
塔
と
稚
す
る
も
の
の
方
が
数
多
く
著
録
に
見
え
て
ゐ
る
。
黄
立

　

猷
「
石
刻
名
彙
」
に
誌
銘
類
異
名
録
を
附
録
し
て
ゐ
る
。

　
　

附
記

　

臭
隠
の
「
六
朝
誌
銘
叢
録
」
が
手
許
に
な
く
參
照
し
な
か

。

　
　
　
　

つ
た
。

驀
別
と
は
墓
地
を
買
っ
た
券
で
あ
っ
て
諭
中
に
置
く
も
の
で

第二十二圖(Fig.22)北魏張ぷ洛墓券陶斎蔵甑
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／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
。

　
　

あ
る
。
其
券
は
皆
員
正
の
券
で
は
な
い
。
臭
の
浩
宗
墓
券
恥

　
　

ぴ
言

）
鴛
１

恥
彩
｀

二
心
恥
噴
寵

Ｌ
一

（
″

　
　

惣

・
旅

）
宋
呈
雪

駄
Ｆ
ｐ
八

一
釦
唐
笛

Ｌ

蕨

　
　

I
K
＆
■
』
％
襄
罵
二
十
四
繁
雪
恥
り
Ｅ
び
Ｊ
宋

　
　

の
朱
近
墓
券
⑦
９
　
％
一
ひ
仙
明
の
宋
秀
買
墓
地
合
同
回

　
　

砂
り
を

ハ
ジ
霊
要
墳

斟
腎
等
・
ｇ
、
ｔ
ハ
・
一

　
　

載
さ
れ
て
ゐ
る
四
至
や
誰
人
は
皆
虚
無
綴
紗
の
詞
に
過
ぎ
す
、

　
　

村
巫
の
晒
俗
で
あ
る
。
そ
の
真
正
の
券
で
事
賓
を
記
し
た
者
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

^
~
”A
i
i
)
ｆ
ｃ
>1
/
-l
i
L

'
^
'
-
'
^

Ａ
:
!

　
　

僅
延
宸
孟
雷
丿
１
券
評
悶
丿
望
壽
冪
餌
（
醍

　
　

劈
幄

）
嘉
賞
乱
認
諾
蒸
晶
で
劈
温

　
　

洛
墓
赤
面
彩
鵬
五
四
岳
の
五
種
あ
る
に
過
ぎ
ぬ
。
た
ゞ
唐
の

　
　

劉
玄
簡
冪
券
⑩
鉢
匹
八
匹
釦
’
は
そ
の
前
部
に
記
せ
る
四
至
は

　
　

賓
際
の
境
界
で
あ
る
が
。
後
部
に
記
せ
る
四
至
は
青
龍
白
虎
の

　
　

愚
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
事
賓
を
記
し
て
余
ね
て
習
俗
に
従
っ
た

　
　

も
の
で
あ
る
。
此
種
、
の
幕
券
は
石
又
は
碑
で
あ
る
が
、
た
ゞ
王

　
　

君
卿
・
孫
成
の
赤
は
鉛
を
用
ひ
、
永
建
四
年

５
　

峨
を
用
ひ
て

　
　

あ
り
、
皆
稀
見
の
品
で
あ
る
。
此
外
爾
ほ
墓
誌
の
後
に
記
載
せ

　
　

ら
れ
た
も
の
が
あ
っ
て
、
余
の
見
た
の
は
唐
の
徐
府
君
劉
夫
人

゛

　

合
耐

七
彩
匹
゛
心

】
釦
の
一
石
だ
け
で
あ
る
が
、
・
こ
れ
亦
事
賓

μ

　

を
記
載
し
た
員
赤
で
あ
る
・

の
羅
振
玉
「
担
券
徴
存
」
「
薦
衛
叢
編
」
（
、
専
門
名
家
）
。

⑧
「
越
中
金
石
記
」
「
地
券
徴
存
」
ｒ
ｓ
浙
侠
金
侠
石
集
存
」
「
薦
衛
叢

　

編
」
（
専
門
名
家
）
「
漕
研
堂
金
石
文
政
尾
」
。

④
「
地
券
凛
存
」
「
雨
浙
原
墓
壇
文
」
「
薦
術
叢
編
」
（
薦
里
壇
珍
拾
補
）

　

（
古
石
抱
守
録
）
雨
載
。

④
仁
井
田
陵
氏
『
漢
魏
六
朝
の
土
地
資
買
文
書
』
（
東
方
學
報
東
京
第
八

　

珊
）
に
文
を
録
し
解
脆
す
。
な
ほ
本
項
の
蹟
者
は
仁
井
田
氏
の
こ
の

　

論
文
を
參
看
せ
ら
る
べ
し
。

⑧
④
⑦
「
地
券
徴
存
」
。

　
　
　
　
　
　
　

・

⑧
⑥
「
旬
斉
蹟
石
記
」
。

⑩
「
匈
斉
蔵
石
記
」
「
地
券
微
存
」
。
玉
券
で
あ
る
。

⑨
仁
井
田
氏
上
褐
論
文
に
拓
影
を
出
す
。
瓶
は
今
中
村
不
折
氏
の
有
に

　

諮
す
。

⑩
「
貞
松
堂
集
古
壇
文
」
巻
十
五
に
王
末
卿
買
地
鉛
券
（
建
寧
二
年
八

　

月
）
と
あ
る
。

⑩
「
地
券
徴
存
」
「
芒
洛
家
墓
壇
文
縦
編
」
。

⑩
「
旬
斉
蔵
石
記
」
「
地
券
徴
存
」
「
蕎
里
疸
珍
拾
補
」
。
（
第
二
十
二
圖

　

參
照
）

⑩
「
旬
斉
蔵
石
記
」
「
地
券
微
存
」
。

⑩
未
詳
。

⑥
「
江
蘇
金
石
志
」
「
古
誌
彙
目
」
。
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